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平成23年12月1日現在（前月比）

▲ことし創立50周年を迎える徳島市立高等学校
の生徒の皆さん＝同校サッカー・ラグビーコート

謹 賀 新 年
平成 24年元旦

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
わ
が
国
に
甚
大
な
被
害
が
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
復
興
へ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
「
絆
」
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
い
た
し

ま
し
た
。
国
を
あ
げ
て
の
復
興
が
急
が
れ
て
い
る
中
、
本
市
が
取
り

組
む
被
災
地
支
援
に
お
い
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
義
援
金

や
救
援
物
資
な
ど
の
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
育
ま
れ
た
絆
を
よ
り
強

固
な
も
の
と
し
な
が
ら
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
可

能
な
限
り
の
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
本
市
で
は
、
こ
の
大
震
災
を
踏
ま
え
、
近
い
将
来
発
生
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
に
備
え
る
た
め
、
地
震
・

津
波
に
重
点
を
お
い
た
防
災
、
減
災
対
策
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

施
設
の
耐
震
化
を
は
じ
め
、他
自
治
体
と
の
相
互
応
援
協
定
の
締
結
、

高
速
道
路
を
利
用
し
た
避
難
場
所
の
確
保
の
ほ
か
、
食
糧
な
ど
の
備

蓄
物
資
の
拡
充
、避
難
所
の
機
能
強
化
な
ど
の
減
災
対
策
に
つ
い
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
迅
速
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
と
生
活
を
守
る
「
備
え
」
を
確

か
な
も
の
と
し
な
が
ら
、
本
市
の
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に

も
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
徳
島
東
部
圏
域
の
振
興
に
向
け
た

定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進
を
は
じ
め
、
徳
島
駅
前
へ
の
図
書
館
の
移

転
拡
充
や
、
阿
波
お
ど
り
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
・
豊
か
な
水
な
ど
、
本
市
な
ら

で
は
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
に
よ
り
、
都
市

活
力
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
を
担
う
子

供
の
育
成
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
目
指
す
将
来
像
で
あ
る
「
心
お
ど

る
水
都
・
と
く
し
ま
」
の
実
現
の
た
め
、
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誰
も
が

将
来
に
希
望
を
持
ち
、「
こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
築
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

徳
島
市
長 

　
原
　
秀
樹
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ひょうたん島マップ

　「まちの中心部に、川とボードウォークが共存していて
本当におしゃれな感じ」。県外出身の徳島経済研究所専務
理事の田村耕一さんは、13年前に徳島市を初めて訪れ
たときの印象をこう振り返ります。
　「あのころはボードウォークににぎわいがありました
が、だんだん寂しくなってきて･･･。絶好のロケーションと
いう宝物があるのにもったいなくて、にぎわいを新たな魅
力で復活させたいと思った」と、今ではひょうたん島周辺
を活用したまちのにぎわいづくりに一役買っています。
　新町川の魅力についても「川幅がいい。『おーい』と声
をかけると、対岸に聞こえる距離。これってにぎわいづく
りにはちょうどいいんです」と力を込めます。
　「川と眉山がある徳島の景観は、四国の県庁所在地を見
ても抜群に優れています。この素晴らしいロケーション
を全国に発信したいですね」。田村さんのにぎわいづくり
への挑戦はこれからも続きます。

　徳島市は、水の魅力にＬＥＤ（発光ダイオード）の「光」の要素を加えた新たな魅力をもつ水都と
くしまの創造に取り組んでいます。ひょうたん島周辺の公園や橋には、ＬＥＤのアート作品やモニュメン
トが点在し、一昨年には、徳島ＬＥＤアートフェスティバルを開催しました。
　同フェスティバル実行委員会のメンバーとして、フェスティバルの計画立ち上げから関わってきたＮ
ＰＯ法人コモンズ代表理事の喜多順三さんは、「見慣れた風景や物に新しい意味や価値をつくること
ができる光には、まちの新しい魅力を生み出す可能性があると思うんですよ。光を生かすのに有効なのが

『闇』と『水辺』。徳島には、良質な闇と豊かな水辺が広がっています。だから、ひょうたん島周辺はＬＥＤの
光が映える格好の舞台なんですよね」と、この場所とＬＥＤの相性の良さを実感した様子。
　来春には再びこの周辺で「徳島ＬＥＤアートフェスティバル２０１３」が開催される予定で、その手始め
に４月20日から３日間、プレイベント「ＨＯＰ」として、ＬＥＤのアート作品の展示や多彩な催しが
行われます。喜多さんは「ＬＥＤの光によって、まちの魅力がどのような広がりを見せるのか。今か
ら楽しみ」と話しています。

　「市民が川に愛着や誇りを感じるようになってきたんじゃ
ないかな。川にとって一番大切なのは水でしょ。その水が他
県と比べものにならないくらいきれいだから、みんな川を好
きになって水辺を楽しむようになったんですよ」。NPO法人
新町川を守る会の理事長として、22年前から川をきれいに
する活動を地道に続けてきた中村英雄さんは、最近の川周辺
のまちの変化をうれしそうにこう話します。
　自ら周遊船を運航していることもあり、ひょうたん島周辺
への愛着もひとしおの中村さん。幅広い活動で県外へ出向く
ことも多いことから「手が届くぐらい川が近く、親水性があ
るところは、ほかの地域では見られない大したもの。それ
に、川の近くに公園がたくさんあるのもひょうたん島ならで
はのことですよ」と、唯一無二の魅力について熱く語ります。
　「こうした魅力に市民が気づいて、楽しんでもらうことが
大切。やっぱり住んでいる人が楽しいまちは、誰が行っても
楽しいですからね」。

▲万代中央ふ頭から見る朝日 3

▲夕暮れの眉山 5▲しんまちボードウォーク 6

▲ＬＥＤが点灯する中徳島河畔緑地 2

▲城山から望むひょうたん島周遊船 1▲三ツ合橋 10

　新町川沿いをはじめ、ひょうたん島の護岸には多くの阿波青石
が使われています。「青石が見せるあの爽やかな清涼感、ほんと
癒されますよね」とほほ笑むのは、「水都とくしま」を歴史的に探
る展覧会を企画してきた徳島城博物館の根津寿夫学芸員。阿波特
産の青石は、強度が高いことも特徴の一つで、江戸時代から城の
石垣や川の氾濫を防ぐための護岸整備に、地元の良質な青石が 
多く使われてきました。「今ある護岸は近代に積み直されたもの 
がほとんどですが、青石の護岸は水都とくしまの魅力といえるで
しょうね」と話します。
　「水」の恩恵を受けて発展してきた水都とくしまに、もう一つ欠
かせないものが「藍」。阿波藍は、江戸から明治時代にかけて徳島を
潤わせ、新町川沿いの船場で開催された「藍大市」では、全国の問屋
や仲買人でにぎわっていました。
　藍場浜公園と西船場に架かるあいせん橋の西側には藍倉を模し
たオブジェがあり、「かつてこの辺りの両岸には船着き場があっ
て、白壁の藍倉が立ち並んでいました。その景観は、徳島の繁栄
を象徴する風景だったと思います。残念ながら徳島大空襲でほと
んどが焼け落ち、今ではこのようなオブジェや古い写真に往時を
しのぶしかないですけどね」と根津学芸員。川面に映える青石と
オブジェを眺め、当時に思いをはせてみませんか。 ▲川から近い新町橋下の遊歩道 7

▲藍倉を模したオブジェ 8

▲青石で整備された護岸 9

▲

両国橋に設置されたＬＥＤアート
「ＳＯＲＡとＭＩＺＵ」 4

　昭和８年に架設された三ツ合橋は、３本の橋が中央で交差した全国
的に見ても珍しいＹ字型の橋です。新町川と助任川が合流する川の分
岐点に架かり、出来島、前川、田宮の三つの地域を結んでいます。
　「まさに水都を象徴する橋」と三ツ合橋の印象を語るのは、30年以
上、ひょうたん島周辺の景観を生かしたまちづくりに携わってきた徳
島県建築士会会長の佐藤幸好さん。「単純に二つの島をつなぐ橋はた
くさんあるけど、このような複数の島をつなぐ橋はほかにはないです 
よね。橋が架かるまでこの辺りは、江戸時代には渡し、その後賃取橋が
架かるなど、歴史的にも人々の生活に根付いた貴重な場所で、今でも昭
和の面影を色濃く残しています。また景観的にも川の分岐点は非常に
特徴的な場所なんですよ。そこにこの三ツ合橋が存在するんだから、橋
を含めたこの一帯はさらなる魅力的な空間に成長する可能性を秘めて
います」と三ツ合橋周辺の展望を語ります。

　徳島市の中心部に位置し、上空から見ると、新町
川と助任川に囲まれた中洲が、ひょうたんの形に似 
ていることから、市民に「ひょうたん島」の愛称で 
親しまれています。
　ひょうたん島の外周は約6㎞。鉄橋や水管橋を含 
め22の橋が架かり、周辺には親水公園や河畔緑 
地、遊歩道などの公共空間が整備されています。
　また、1周を約30分で巡る「ひょうたん島周遊船」
の運航をはじめ、「徳島ＬＥＤアートフェスティバ
ル」の会場になるなど、本市の観光やイベントの舞
台となっています。 

ひょうたん島とは

　

2
0
1
2
年
。新
し
い
年
の
幕
開
け
で
す
。古
く
か
ら
水
の
都
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
水
に
恵
ま
れ
、水
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
徳
島
市
。
1
3
8
本
も
の
川
が
流
れ
る 

こ
の
ま
ち
に
は
、素
晴
ら
し
い
水
辺
空
間
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。現
在
、本
市
で
は
こ
の
豊
か
な
水
辺
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
、水
都
と
く
し
ま
を
全
国
へ
発
信 

す
る「
心
お
ど
る
水
都
・
と
く
し
ま
発
信
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。中
で
も
本
市
の
中
心
部
に
あ
り
、多
く
の
市
民
か
ら「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ 

て
い
る
新
町
川
と
助
任
川
に
囲
ま
れ
た
一
帯
を
、水
都
と
く
し
ま
を
象
徴
す
る
場
所
と
し
て
、重
点
的
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、新
春
号
と
な
る
今
号
で
は 

『
水
の
あ
る
こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
好
き
に
な
る
』を
テ
ー
マ
に
、ひ
ょ
う
た
ん
島
周
辺
の
＂水
辺
＂の
魅
力
を
、ゆ
か
り
の
深
い
人
た
ち
の
話
と
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。新

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、ひ
ょ
う
た
ん
島
に
凝
縮
さ
れ
た
水
都
と
く
し
ま
の
魅
力
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ひ
ょ
う
た
ん
島
が
魅
せ
る

  
　「
水
都
と
く
し
ま
」再
発
見
！

ＬＥＤの光でひょうたん島の魅力が無限に広がる

唯一無二の魅力をもつひょうたん島魅力的な変貌が期待できる景観

青石の護岸と藍倉のオブジェに阿波の国をしのぶ

おしゃれな川沿いの景観を発信

新
春
特
別
企
画
～
水
の
あ
る
こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
好
き
に
な
る
～
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ンス、幼年消防クラブ演技など
を行います。

消防局総務課（ 656ー1191）

世界に輝け！こどもの笑顔
写真展示会

１月10日㈫～ 27日㈮ 市
役所１階国
際親善コー
ナー 昨年
募集した「世 
界に輝け！
こどもの笑顔写真と写真に込
めたメッセージ」の応募作品
を展示します。

子育て支援課（ 621ー5192）

徳島市高齢者大学
１ 月19日 ㈭10:00 ～ あ

わぎんホール１階大ホール
フードコーディネーターの田
中美和さんによる講演「田中美
和の笑顔になれるお献立」。午
後からは徳島市老人クラブ連
合会のアトラクションを実施。
直接会場へお越しください。

介護・ながいき課（ 621ー
5176）

はたちの献血キャンペーン
１月２日～２月29日
　冬は輸血用の血液が不足し
がちです。新成人をはじめ、多
くの市民の皆さんの献血への
ご協力をお願いします。

【献血の実施場所】
▷献血ルームアミコ（ＪＲ徳島
駅前アミコビル３階）＝火曜
日を除く毎日9:30 ～ 13:00、
14:00～17:00（１月１日㈷は
休み）▷県赤十字血液センター

（庄町３）＝月・土曜日を除く毎
日9:00～16:30、第３木曜日は
9:00～19:00（１月２日（振休）
は実施）▷移動採血車＝県内各
地を巡回。場所などは県赤十字
血液センター（ 0120-688ー
994または 631ー3200）へ
お問い合わせください。

保健センター（ 656ー0529）

国保料・後期保険料の納付
はお済みですか
　１月を「国民健康保険料、後
期高齢者医療保険料収納率向
上特別対策月間」とし、保険料
の未納世帯に夜間電話催告な
どを実施します。また、１月29
日㈰9:00 ～ 16:00、保険年金
課（市役所１階）で、納付や納付
相談ができる窓口を開設しま
す。当日は、東側出入り口から
お入りください（正面玄関は閉
鎖）。車でお越しの場合は、市役
所東側駐車場（ＪＲ線路沿い）
をご利用ください。やむを得な
い事情などで納付が遅れてい
る場合はご相談ください。

同課（ 621ー5165、5384）

農業委員会委員
選挙人名簿登録を受け付け

１月10日㈫まで 農業委員
会（市役所３階） １月１日現
在徳島市に住所を有し、20歳
以上（平成４年４月１日以前生
まれ）で、次のいずれかに該当
する人。▷10㌃以上の農地で
耕作の業務を営む人。その同居
親族または配偶者で年間おお
むね60日以上耕作に従事する
人▷10㌃以上の農地で耕作を
営む農業生産法人の組合員、社
員または株主で、年間60日以
上耕作に従事する人。

農業委員会事務局（ 621ー
5394）、選挙管理委員会事務局

（ 621ー5373）

博物館美術史アカデミー
「華麗なる琳派の魅力」

70人（抽選） 2，000円（入
館料含む）

往復はがきに講座名、住所、
名前、電話番号、返信宛名を
記入し、１月17日㈫（必着）ま
でに、徳島城博物館（〒770ー
0851　徳島町城内１ー８　
656ー2525)へ。

くらしの講座
1月23日㈪13:30 ～ 15:00
内町公民館会議室（アミコ

ビル５階） 加渡いづみさん
（ファイナンシャルプラン
ナー）の講演「知っておきたい
災害のお金の知識」 市内在住
の人 40人（先着）

消費生活センター（ 625-
2326）

リフォーム講習会
１月27日㈮13:00～16:00 
内町公民館会議室（アミコ

ビル５階）「残り毛糸でマフ

ラー・カラーなどを作りましょ
う」 市内在住の人 25人（抽
選） 毛糸、毛糸に合うかぎ針、
はさみ、ものさしなど

往復はがきに、講習会名、住
所、名前、電話番号、返信宛名
を記入し、１月19日㈭（当日消
印有効）までに、消費生活セン
ター（〒770ー0834　元町１ー
24　 625ー2326）へ。

藍染通信文化講座
「藍草から七色を染める」
　基本コースは３月～ 12月
開講全10回で、経験者向けの
研究コースは全５回です。講師
は、自然染色研究家・アキヤマ
セイコさん。

両コースで50人（先着） 両
コースとも31,500円（テキス
ト・材料費含む）

所定の用紙を１月11日㈬以
降に、ファクスでシビックセンタ 
ー（ FAX626ー0833）へ。電話（
626ー0408）でも受け付け。

赤ちゃんガラス製記念品制作
１月29日㈰9:00 ～ 12:00/

13:30～16:30 徳島ガラスス
タジオ（勝占町中須） 赤ちゃ
んの足形や手形のガラス製品
を制作 足形＝３カ月～ /手
形＝１歳～ 各10人（先着）

1個4,000 ～ 5,000 円
同スタジオ（ 669ー1195）

阿波おどり会館新春特別公演
１月２日（振休）・３日㈫13:00

～と15:00 ～の２回（各50分
間） 阿波
お ど り 会
館 有 名
連 に よ る

阿波おどり公演。出演は２日
＝新ばし連（写真上）、３日＝
阿波扇（写
真下） 大
人500円、
小中学生
250円（公

演開始１時間前から２階ホール
前で発売）

同会館（ 611ー1611）

徳島城博物館新春イベント
★新春獅子舞と南京玉すだれ

1月３日㈫▷11:00 ～ 11:15
＝和太鼓グループ「藍吹雪」に
よる獅子舞▷13:00 ～ 16:00
＝「ケンちゃんファミリー」に
よる南京玉すだれ（館内で複数
回公演）
★七草がゆ

１月６日㈮11:30 ～ 13:00
先着100人に七草がゆを提

供します。
★百人一首かるた大会

１月８日㈰9:30 ～ 16:00
同館の「かるた教室」を受講

した子どもたちがかるたの技
を競い合います。観戦自由。徳
島県かるた協会の模範試合を
13:00から実施。
★新春投扇興大会

１月９日㈷13:30 ～ 16:00
（受け付けは12:00 ～） 江戸
時代から伝承された新春の遊
び「投扇興」を体験しよう 小
学生以上
★企画展「阿波の鉄砲」
記念講演会

１月14日㈯13:30 ～ 15:00
坂本憲一さん（徳島県銃砲刀

剣審査委員）の講演「阿波の火
縄銃」
※いずれも参加は無料ですが、
入館料が必要です。

同館（ 656ー2525)

消防出初め式
１月８日㈰9:30 ～ 12:10
アスティとくしま 屋外で

は、しょうちゃん号・スノーケ
ル車・起震車の
搭乗体験、多数
の消防車による
祝賀放水、徳島
県消防防災ヘリ
コプターによる
祝賀飛行を実施。屋内では、古
式はしご操法、消防団ポンプ操
法、市民参加による地震防災ダ

募　 集

催　 し

おしらせ

開催日 内容 講師

1/28㈯
酒井抱一と
江戸琳派の
魅力

岡野智子さん
（細見美術館上
席学芸員）

1/29㈰ 光琳芸術の
魅力

中部義隆さん
（大和文華館学
芸部長）

2/ 5 ㈰ 近代の琳派
平瀬礼太さん

（姫路市立美術
館学芸課係長）

2/12㈰ 上方の琳派
福井麻純さん

（細見美術館学
芸員）

2/19㈰ 琳派と工芸
小川裕久（徳島
城博物館学芸
員）

※時間はいずれも13:30～15:00

１月の休日窓口
（毎月第２・４日曜日）
８日㈰・22日㈰8:30 ～

12:00 市役所１階 住民
票・戸籍謄抄本の交付、印
鑑登録、住民異動届など

さわやか窓口相談室
（ 621ー5039）

祝日のごみ収集
　１月９日㈪は平常どおり
収集します。

市民環境政策課（ 621ー
5217）
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。
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。
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０
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。
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一
人
何
点
で
も
応
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で
き
ま
す

が
、応
募
用
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な
ど
１
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に
付
き
１

作
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と
し
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す
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結
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月
ご
ろ
を
予
定
し
て

い
ま
す
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詳
し
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さ
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【キャラクター紹介】水とともに発展し
てきたまちをイメージしたサカナの女の
子。振り袖の阿波おどりの衣装に、市の
花「サクラ」の花飾りをつけています。「明
るく楽しく」がモットーです。
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！


